
高坂家(日本農業史の研究)

「日本農業史の研究」の著者の小林平左ェ門(農林省役人)は、昭和 9年 3月 に

長野県南向村大草の沖田の高坂徳風(当時 68歳)を訪ねた。日本の隷属小作農の

うち特異の存在である被官百姓や室町・戦国時代から徳川時代を経て続いてき

た被官の主家の実態を究明した。徳風の説明を受けながら、古文書(高坂文書)を

閲覧して史料を収集した。この高坂文書は多くの謎に包まれている。

『高坂家のことを裏づける史料がないのは、未亡人里登のとき宗景の妹喜緒

他家に嫁していたが、貴重史料を婚家に借用搬出、その婚家、祝融氏の災いにあ

つたがためと見られる。』と記している研究者がいる。里登は、文化元年(1804)

生まれで高坂源一部(宗景)の妻。

然しながら、史料は燃えていなかった。多分、婚家の文庫蔵に保管されていたの

であろう。そのため、小林平左ェF号が徳風宅で史料を見ることができたわけであ

る。その後、何が起きたのかは全く不明だが、また外部へ流出してしまった。現

在は、第二者により同じ県の公的機関に寄託されている。「日本農業史の研究」

のp210、 220に記されている大草村高坂源五郎が費暦13年 (1763)に大河原村前

島家に差入れた證文(写 し)が、当機関に収蔵されていることから明らかとなった。

量がとても多いので、家人が処分をするということは、到底考えられないが、ゴ

ミと間違えられて燃やされなかったのは、不幸中の幸いと云わぎるを得ない。

文書を残すことは、「名誉を守る最後の方法」とか「民主主義の基本」と云われ

ており、代々続く家の古文書は、その家の魂・名誉である。貴重な民間の古文書1

が、所有者の代替わりや建物の解体等に伴い散逸・流出するケースが続いており、

専門家や学会からは法的な文化財保護の強化を求める声が根強くある。

深刻な社会問題となっている。

(川端紅葉著 2026・ 3・ 7)                            ´



わ
れ
ノ
で
ヽ
厳
兵
共
分
れ
ぎ
る
十
の
時
代
の
式
家
と
家
木
の
農
家
の
生
活
状
態
セ
、
い
ま
に
於
て
想
像
す
る
こ
と
は
容
易
ウ
業
で
な
い
が

こ
こ
に
身
近
か
な
る
信
州
伊
那
の
―――
間
地
牛
に
、
形
態
や
氣
分́
は
相
常
に
■

つ
た
と
し
て
も
、
こ
の
開
係
を
想
見
す
る
に
足
ろ
被
官
農
家

ル
通
制
を
獲
見
し
、
こ
ゝ
に
古
い
麻
史
の

一
断
面
を
眼
の
前
に
眺
め
得
る
こ
と
は
、
減
に
興
味
深
き
隈
り
で
あ
る
こ
こ
れ
は

一
枚
Ｌ
史
手

力
＝
究
者

に
封
し
て
も
有
稀
な
る
４
、料
で
あ
ら
う
こ
と
を
信
す
る
。

二
は
，
て

一
信
州
伊
も
わ
被
官
百
雄
」
の
論
文
中
で

一‐被
官
百
性
に
封
す
る
小
作
料
は

一
般
に
他
の
小
作
人
の
小
作
料
よ
り
も
稔
安
く

なヽ
つ
て
居
り
、
現
在
に
於
て
は
、
登
記
は
し
て
な
い
け
れ
ど
も
、
被
官
開
係
に
附
随
し
て
営
然
永
小
作
機
が
生
じ
た
も
の
と
、
地
主
も
小

作
人
も
認
め
て
＝
る
。
在
生
原
因
が
人
的
開
係
か
ら
ネ
た
特
殊
の
も
の
だ
か
ら
小
作
権
の
要
買
は
行
は
れ
ぬ
け
れ
ど
も
、
替
地
の
轄
貸
は

地
主
に
無
断
で
行
は
れ
る

一
と
述
べ
て
、
人
的
の
主
従
聞
係
か
ら
破
辻
し
た
末
小
作
機
、
人
分
椎
の
存
在
を
論
じ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
昭

ｆ‐ｉ
ｔメ，
時
代
に
至
り
、
小
作
地
の
解
放
、
山
林
原
野
の
入
倉
性
撃
理
等
々
に
関
連
」
・́て
、
此
の
被
官
慣
行
が
漸
次
沿
減
の
運
命
に
至
れ
る
こ

と
は
常
然
の
こ
と
ヽ
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
節
を
政
め
て
、
高
坂
次
、
金
野
末
、
下
＋
家
、
桑
原
家
に
つ
い
て
主
末
と
被
官
の
関
係
を
読
連
す
る
。

ア、，′、．囀
一
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一日向

の

家

系

坂

´
笏

高
坂
家
は
上
伊
那
郡
商
向
＝
大
宇
大
輩
Λ

沖
＝
部
落
に
居
を
構
え
て
い
る
。
士
は

「
谷
坂
」．．
と
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
系
岡
書

に

よ
れ
ば
、
清
和
源
氏
の
末
流
信
電
海
野
氏
の

一
族
で
先
薇
は
小
縣
郡
や
更
科
郡
牧
島
等
に
ｌｌｉ
み
、
香
坂
右
近
允
宗
種
は
永
字
年
間
結
抜
戦

場
の
〓
功
に
よ
つ
て
感
景
を
賜
は
り
、
信
州
大
革
郷
の
地
頭
職
で
あ
つ
た
。
次
い
で
そ
の
子
孫
の
大
革
技
主
大
草
庄
二
郎
寮
像

（
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道
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「高坂家」(日本農業史の研究、小林平左ェ門著、農業評論社、1952・ 11、

国立国会図書館)



第
二
篤
　
被
官
百
社
の
研
究
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八

齋
一
は
式
―――
信
女
の
信
■
攻
時
の
際

に
、
伊
那
の
諸
技
主
と
共
に
い
参
し
て
甲
府

に
離
身
し
た
が
、
式
川
氏
減
亡
後
は
北
條
氏
直

に
加
勢

し
後
徳
川
氏

に
馬
し
た
ｃ

ｔ
た
香
坂
有
近
介
宗
奮
は
天
正
十
三
年
八
月
上
間
の
員
―――
昌
＋
が
徳
川
氏
に
技

い
た
時

に
大
久
性
七
郎
有
衛
円

忠
世
の
下
知

に
よ
つ
て
軍
兵
七
従

へ
小
縣
郡
に
出
陣
し
、
文
藤
年
間
大
革
郷
三
千
二
十

一
石
の
地
頭
職
で
あ

つ
た
。
寛
文
年
中
に
呑
坂
だ

郎
有
衛
門
宗
久
は
家
を
失

い
人
■
村
の
妻
長
と
成

り
郷
士
と
な

つ
た
。
そ
の
弟
香
坂
典
兵
衛
宗
通
、
杏
収
角
兵
術
キ
の
雨
入
共

に
奥
州
■

津
技
主
保
科
肥
後
守
に
不
仕
し
た
と
記
載
し
て
あ
る
Ъ

兄
は
夫
段
土
市
し
て
郷
十
め
御
館
と
な
り
、
弟
達
は
合
計
に
行

つ
て
式
十
二
し
て

仕

へ
た
も

の
と
思
は
れ
る
。

系
同
の
古

い
時
代
の
■

の
重
備
は
＝
ら
ぬ
が
、
呑
坂
氏
が
信
州
仕
那
の
各
族
で
あ

つ
た
こ
と
は
、
市
北
朝
時
代
、
後
曜
湖
天
事
の
皇
子

宗
良
漑
■
の
御
家
集
に
、
伊
那
の
大
河
原
の
よ
族
香
坂
高
宗
が
忠
誠
を
＝
し
た
こ
と
を
記
し
て
、

信
濃
川
伊
那
と
中
―――
里
に
と
し
へ
て
住
件
―
か
は
今

ハ
い
つ
か
た
め
１１
信
も
た
た
は
て
ヽ
同
世
に
ち
‘り
と
も
〓
か
れ
ハ
や
な
と
お
ほ
え
卜
比
よ
ミ
侍
．ヽ
ろ

わ
れ
を
世
に
あ
り
や
と
と
ノ、
、
■
た
あ
な
る
い
な
と
こ
た
へ
よ
嶺
の
松
風

大
河
原
と
申
侍
じ
山
の
現
資
も
又
立
い
て
待
卜
に
行
末
‥，
い
か
ヽ
な
と
申
´ヽ
香
坂
高
宗
た
と
―
き
り
に
と
ヽ
あ
侍
―
を
精
ふ
り
す
て
ヽ
出
侍
―
に
そ
な
た

と
お
，も
ひ
―
か
た
も
又
〓
うヽ
み
す
る
■
オ，ウ

と
あ
る
。
税
Ｉ
は
三
十
鉾
年
間
、
大
河
原

（
現
在
‐ｔ
大
ユ
村
）
な
ど
に
＝
ら
れ

て
商
朝
の
た
め
帯
策
さ
れ
た
め
で
お
つ
て
、
そ
れ
を
助
け
た

呑
坂
高
宗
は
こ
の
香
坂
氏
の

一
枚
で
あ

つ
た
と
思
は
れ
る
。
大
■
付
口
，
刊
部
落

の
香
坂
家
は
沖
円
の
高
収
氏
の
別
家
だ
と
言
は
れ
る
わ

で
、
不
猥
の
た
め
雨
家
力
間

に
本
家
分
夜
の
訴
訟
を
起
し
て
，

つ
た

二
と
も
■，
る
と
云
う
。

古

い
系
日
の
こ
と
は
員
疑
は
制
ら
ぬ
が
、
此
の
香
坂
わ

一
族
が
戦
口
時
代
１■
大
■
郷

の
地
頭
職
を
勤
め
、
領
主
と
な

り
、
こ
の
地
の
難

に

居
し
、
途

に
郷
十
に
な

つ
た
経
路
が
窺
は
れ
る
。
■
坂

一
族
が
甲
越
わ
職
、
北
際
氏
に
加
勢
、
員
‐――
攻
め
の
小
縣
郡
出
陣
の
際

の
如
き
は

常

に
二
、
三
十
人
位
の
郎
窯
軍
兵
を
引
共
し
た
と
い
う
か
ら
、
此
ウ
戦
関
時
代
め
式
十
違
は
、
平
生
は
主
人
も
家
末
も
郷

に
あ

つ
すヽ
農
書



に
従
事
し

て
■
ｏ
、　
一
朝
事
あ
る
際

に
は
甲
青
ヒ
着
け
旗
指
物
ケ
・持

つ
て
■
従

一
な
と
な

つ
て
載
場

に
出
陣
し
た
も

ル
で
わ
ら
．

れ
ぎ
る
時
代
の
上
豪
と
そ
の
下
人
家
末
の
生
活
は
か
く
の
如
き
も
の
で
あ

つ
た
で
あ
ら
う
。

沖
日
は
以
前
の
記
数
に
は
沖
多
Ｌ
書

い
た
。
高
以
氏
の
現
居
宅
の
近
く
に
元
の
館
跡
が
あ
り
、
之
ヒ
北
め
御
と
い
つ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

■
北
上
言
い
、
そ
れ
が
途
に
沖
多
ヽ
沖
―――
ＩＩ
停
化
し
た
も
力
で
あ
・ら
う
と
言
は
れ
ろ
し
現
在
販
種
製
造
安
で
あ
る
高
坂
徳
風
氏
は
そ
の
家

性
を
御
北
館
と
梅
し
て
い
る
が
、
そ
力
名
の
―――
末
も
家
系

・１，
名
唆
を
あ
ら
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
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篠
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Ｆ
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二

一
〇

一
一　
御
館

の
呼
梅
と
被
官

の
隷
魅

御
館
の
こ
と
は
、
被
官
か
ら
主
家
を
呼
ぶ
場
合
に
↓
館
」
、
「
御
笛
早
「
御
家
」
一ヽ‐大
家
」
な
ど
、
言
う
が
、
諸
記
鋒
に
は
名
主
、
庄
贋
、

長
百
姓
な
ど
ヽ
あ
る
。
尤
も
元
和
、
寛
永
の
頃
に
は
名
主
庄
晨
で
な
く
、「
肝
煎
」
と
書
い
た
文
書
が
見
ら
れ
る
。
高
坂
徳
風
氏
の
談
に
て

一
以
前
に
新
聞
記
者
や
郡
役
所
の
人
な
ど
に
、
自
分
が
、
被
官
の
主
家
の
こ
と
を

「
御
儀
」
と
い
ふ
話
を
し
た
の
で
、
そ
れ

以
来

「
御

館
」
の
文
字
が
よ
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
と
思
う
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

被
官
の
こ
と
は
公
私
共
に
普
通
は

「‐被
官
」
（
ひ
く
わ
ん
）
と
書
い
て
あ
る
が
、
賓
暦
十
三
年
の
誰
文
に
「
惣
被
官
門
屋
共

一
統
「

一
統

円
屋
共
」
と
記
載
し
た
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
大
河
原
村
前
島
家

へ
沖
田
の
源
五
郎
か
ら
差
入
れ
た
離
文
だ
か
ら
大
河
原
村
で

「
門

ｒ
」
と
い
ふ
の
で
此
の
許
文
に

一‐被
官
門
Ｆ
共

一
統
」
と
書
い
た
の
で
あ
ら
う
力、
と
思
は
れ
る
。

沖
日
高
坂
家
の
主
家
と
被
官
の
関
係
は
、
譜
代
の
主
従
開
係
が
俸
統
的
に
残
り
、
兵
農
分
れ
ぎ
る
時
代
か
ら
、
土
豪
に
隷
屁
し
て
き
た

家
末
の
農
家
の
姿
を
偲
ぶ
に
足
る
典
型
的
の
形
態
が
あ
る
と
思
う
。
式
出
氏
の
支
配
下
に
馬
し
、
甲
州
法
度
を
連
奉
し
た
と
思
は
れ
る
此

の
地
方
に
、
地
頭
か
ら
郷
士
、
百
姓
に
な
つ
た
キ
家
と
、
そ
れ
に
隷
馬
し
た
被
官
晨
家
の
存
績
し
た
有
様
が
よ
く
窺
は
れ
る
の
で
あ
一る
。

文
繰
二
年
の
大
革
郷
の
地
頭
で
あ
つ
た
呑
坂
右
近
之
助
の
支
配
領
地
の
石
高
は
二
千
二
十

一
石
八
斗
で
あ
つ
た
が
、
此
の
中
の
一
部
分

と
し
て
所
有
し
て
い
た
石
高
は
三
百
石
程
度
で
あ
つ
て
、
こ
の
三
百
石
の
名
日
の
領
主
ス
分
で
あ
っ
た
御
館
の
家
は
、
幾
度
か
波
潤
盛
衰

の
墨
史
を
展
開
し
た
が
、
そ
の
時

ル
に
名
田
所
有
地
と
家
末
の
被
官
農
家
の
保
有
に
努
あ
主
従
と
も
ス
ヽ

に
こ
れ
を
守
り
末
つ
た
跡
が
見

ら
れ
る
。

tt
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1反
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元
帷
十
三
年
の
大
車
村
東
幅
寺
寺
領
の
こ
と
を
書
ぃ
た
文
書
の
中
に
、
所
念
■
ル
二
十
七
人
と
わ
る
が
、
こ
●
キ
ほ
高
反
家
維
枚
の
寺

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
二
十
七
人
の
ュ
那
の
中
に
は
被
官
の
人
雄
が
政
ぇ
ら
れ
る
の
か
と
思
は
れ
ろ
。
沖
出
世
地
ウ
複
官
の
安
数
二
十
六
軒

と
ほ
ゞ
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
室
町
時
代
か
ら
わ
譜
代
の
被
官
曇
家
で
あ
っ
て
、
主
家
に
隷
屁
し
て
家
本
ゎ
関
係
ャ
一強
く
保
ち
績

け
て
徳
川
時
代
に
入
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
主
宏
が
名
主
古
姓
と
な
っ
た
の
で
、
被
官
は
そ
の
隷
場
者
と
し
て
一
段
下
の
階
警
に
置

か
れ
た
姿
に
な
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

元
録
時
代
の
計
支
に
、
本
人
千
助
家
来
角
右
術
門
ス
は
高
坂
千
助
様
御
内
山
田
角
右
術
門
職
と
書
い
た
も
の
、
本
人
千
助
、
千
助
内
角

右
術
開
、
同
佐
千
、
同
甚
右
術
門
、
同
共
左
術
門
と
書
ぃ
た
も
の
、
賣
主
体
性
、
休
攪
内
又
兵
術
、
同
九
郎
‥イ‐ｆ
術
開
．
同
世
右
街
円
と
連

名
記
載
し
た
も
の
が
ぁ
ろ
。
こ
れ
は
被
官
た
る
農
家
と
し
て
で
は
な
く
て
、
御
館
の
宏
に
勤
務
す
る
家
末

（
下
人
）
で
あ
っ
て
、
番
頭
の

よ
う
な
、
主
人
の
代
理
人
と
し
て
主
家
の
事
務
に
瞥
つ
た
も
の
で
あ
る
。
御
年
の
家
に
は
斯
の
如
き
執
務
者
を

一
人
又
は
菫
人
置
い
た
こ

と
も
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
御
館
の
家
に
麟
た
番
瓜
は
、
被
官
の
う
ち
か
ら
選
技
さ
れ
て
勤
務
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
ま
た
他
の
筋
か
ら
末
た
も
の
も
ぁ
る
か

と
思
は
れ
る
。
文
書
の
中
に
高
坂
千
助
様
御
内
―――
間
角
右
術
開
殿
と
あ
る
も
の
ゝ
如
き
は
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
家
木
の
名
を
以
て
他
の

脱
類
の
名
主
衆
と
交
渉
を
重
ね
た
文
書
を
見
る
と
、
御
笛
の
キ
人
の
老
齢
又
は
幼
弱
等
の
際
に
、
主
人
に
代
り
て
軌
務
す
る
相
常
維
力
を

も
つ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
此
の
番
要
が
社
暴
で
ぁ
り
椎
力
を
振
り
廷
は
じ
す
ぎ
る
と
い
う
の
で
、
組
被
官
の
連
名
を
以
て
、
主

人
立
に
■
類
衆
に
宛
て
、
此
の
番
頭
の
発
職
方
を
陳
情
し
た
こ
と
も
ぁ
る
。
こ
の
時
肝
ギ
に
於
て
問
題
に
さ
れ
た
長
右
術
円
は
撤
官
の
中

か
ら
出
た
被
官
豪
と
も
い
ふ
べ
き
者
か
と
想
像
さ
れ
る
。　
　
　
　
，́人
の
高
坂
道
向
が
、
貞
享
年
樹
に
そ
の
後
縦
者
に
宛
て
た
書
状
猛
見

女
た
八
十
餘
茂
に
な
つ
て
餘
命
騰
千
も
な
き
こ
と
と
自
党
し
た
十

一一
一
一
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そ
の
た
め
に
は
被
官
を
懇
ろ
に
保
護
す
べ
く
、
被
官
の
身
代
の
立
て
直
し
や
家

に
せ
れ
ば
な
ら
ぬ
、
三
百
石
の
円
地
の
役
人

（賦
役
人
）
が
な
く
て
は
御
館
の

一工
つ
も
の
千
・は
な
い
、
と
ネば
し
て
あ
・ろ
。

こ
と
か
ら
見
て
、
主
家
の
存
績
と
そ
の
名
期
耕
地
の
維
持
の
た
め
に
、
被
官
の
従
馬
本
仕
が
如
何
ｔ
重
要
な
る
役
割
を
演
じ
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中
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か̈
て
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不
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向
二
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御

そ
ん
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「
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一

中
■

バ
伸

い
を
夜

々

御
手
作
よ

ま

つ
能
か

し
き
を
先
立
両
我
か
田
へ
か
り
取
、
悪
敷
草
を
少
し
御
手
作

へ
入
中
性

放
、
御
手
作
や
せ
体
、
た
も
御
た
め
ら
し
く
木
■
候

一　
人
林
み
御
た
き
木
御
き
ら
せ
被
レ
成
任
時

ハ
能

本

を
ゑ
り

票

り

二

十
、
通
筋
之
家
々
二
預
ケ
社
に
し
件
両
手
前

ニ
デ
た
■
中
候
、
す
之
た

さ
木
之
ホ
木

ハ
い
た
ご

二
十
、
是
ｔ
蓮
筋
之
家
く
に
●
■
置
申
年
、
御

た
■
木

ニ
ノ、
悪
敷
木
ゑ
だ
に
を
、
御
た

い
所

へ
入
叩
無
た
も
御
た
め
悪

収
奉
″
篠

一
　

た
■
メ
志
ん
つ
時
分

ノ、
、
■
人
足
共

二
、
■
行
か
け
Ｌ
我
か
作
場
志

こ
と
を
■
■
ス
ｔ
両
、
た
き
ヽ
し
ん

ニ
ハ
お
ヽ
く
入
不
，
中
、
人
足
大
せ

い
■
「
年
、
是
ｔ
役
一た
わ
悪
吸
奉
存
候

一
　
せ
た
の
あ
，Ｆ
て
御
か
り
ま
せ
被
レ
成
体
時

ノ、
、　
上
そ
ゑ
り
ぬ
き
票
逆

妨
之
家

二
Ｈ
ケ
置
収
‐―Ｉ
Ｆ
、
え
ヽ
御
た
め
悪
敷
本
■
縦
、
右

の

い
ろ

／
ヽ
と
り
わ
け
御
田
地

段
々
御
責
被
遊
Ｆ

ハ
ヽ
乍
筑
心
御
子
孫
様
之
御

た
め
まヽ
ろ
し
く
御
庄
す
ｌｉｌＪ
敷
性
と
、
い

い
わ
く

二
本
４
任̈
若
之
條
々
き

こ
し
め
し
わ
け
ら
れ
、
長
右
衛
門
俵
御
ヤ
く
儀
被
二
召
上
一被
レ
遊
任
者
、

有
か
た
く
可
レ
本
」
存
侵̈
以
上
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一　
御
館
の
家
の
盛
友

偲
サーー
時
代
に
入
つ
て
古
地
は
、
古
樹
は
天
領
で
わ
っ
た
が
、
元
和
の
頃
か
ら
近
藤
氏
の
知
行
所

（私
領
）
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が

伊
那
の
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主
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の
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別
的
研
究
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↑
員
一キ
．九
一■
一十
か
）

呑
坂
確
兵
衛
敲

同
　
十
六
夫
熾

一
　
我
年
は
て
中
性
の
ち
―――
地
ひ
く
わ
ん
共
を
，
り
不
山
■
床
可
被
仕
Ｆ

第

一
　

ひ
′
ヽ
わ
ん
共
つ
義
成
ほ
と
れ
ん
こ
ろ
仕
候
両
つ
か
い
可
柱
沖
任
″

代
な
ら
ぬ
者
を

い
と
り
立
可

枚
中

性

家
な
ど
く
つ
た
中
件
者

ハ
い
よ

ノ
‐ヽ

作
ら
せ
餃
て
ひ
く
わ
ん

一
人
ヽ
す
て
力
様

二
可
社
仕
●
衣
年
つ
未

を
た
と
お
ヽ
く
御
城
志
を
は
中
ろ
し
叩
事
も
よ
く
々
上
方
，
を
、ん

こ
な

ら
ん

一
人
も
っ
ぶ
れ
不
甲
任
様
仕
度
任
三
百
石
の
田
地
の
や
く
人
無
之

Ｆ
両
ハ
ふ
つ
，
一成
不
甲
体
―ｌｉｌ
共
分
よ
ヽ
ノ
くヽ
、
心
得
可
被
―‐――
性
掟
兵
衛
此

方

へ
参
任
て
ひ
く
わ
ん
共

い
な
も
の
二
成
一叩
任
と
人
々
二
不
■
申
儀
様

一
分
別
可
有
任
こ
は
ら
ふ
ん

へ
つ
二
両
先
ツ
か
ん
か
ヽ
年
イ
トに
成
中
晦

敷
任

徳
川
時
代
い
初
め
頃
は
天
領
の
代
官
の
難
き
役
人
と

一
一
一
一一一

■

リ

り[

t_
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第
二
協
　
被
官
百
姓
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四

し
て
勤
め
て
居
た
も
の
ゝ
よ
う
で
、
私
領
に
な
つ
て
も
ほ
ゞ
同
様
に
し
て
、
應
ｋ
、
元
和
、
寛
永
、
正
保
、
疑
女
の
年
代
圭
で
高
坂
仁
兵

術
、
高
坂
五
郎
萌
術
門
等
が
盛
ん
に
活
躍
し
た
と
思
は
れ
る
文
書
が
見
え
る
。

然
る
に
明
肝
、
高
治
の
頃
に
至
り
、
何
か
の
事
件
が
起
り
，１１１ｉ
坂
家
は
主
人
が
村
か
ら
達
放
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
上
の
事
件
は
明
か
で
な

い
が
、
数
年
間
に
二
る
年
貢
問
題
に
つ
い
て
惣
百
妊
が
連
判
状
を
作
り
代
表
考
肝
煎
檀
左
衛
円
よ
リ
ーー
安
所
へ
訴
出
で
、
五
郎
右
術
開
に

封
し
て
取
訓
が
行
は
れ
た
時
の
答
難
書
の
林
が
あ
る
か
ら
、
或
は
そ
れ
等
に
関
係
が
あ
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

寛
支
十
年
及
び
十
二
年
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
数
年
前
に
高
坂
家
の
主
人
道
自
が
大
革
村
を
追
放
さ
れ
、
家
を
離
れ
て
高
速
城

下
へ
浪
人
と
し
て
居
仕
し
て
ゐ
た
こ
と
が
窺
は
れ
る
。
此
の
道
白
は
五
郎
右
衛
円
の
政
名
し
た
も
の
か
と
思
は
れ
る
。
元
は
八
年
の
訴
訟

文
書
の
中
に
古
時
の
こ
と
を
逃
べ
て
弓
道
自
八
十
に
及
、
姉
参
仕
候

へ
ば
、
諸
事
中
絶
仕
り
、
共
上
老
盲
致
候
故
、
年
貢
御
役
儀
等
は
級

頭
指
日
次
第
に
仕
避
候
、
尤
下
人
又
兵
術
に
■
賄
中
供
故
判
形
を
も
波
し
置
候
Ｌ
と
あ
る
か
ら
相
営
に
老
齢
に
な
つ
て
鮮
郷
を
許
さ
れ
た

の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
廷
贅
三
年
に
道
向
と
下
十
の
左
瀕
大
と
の
和
性
の
書
類
が
あ
つ
て
、
上
の
頃
は
道
由
は
大
革
に
嬌
て
下
十
家
の
幼

主
左
源
太
の
後
見
世
話
を
し
た
桟
様
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
教
え
て
見
る
と
七
十
餘
茂
の
と
き
に
鮮
郷
し
て
、
浪
人
中
に
褒
微
し
た
家

の
経
竹
に
古
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
道
自
の
嫡
子
健
兵
術
宗
次
は
そ
■
古
時
高
速
技
主
鳥
居
左
京
売
の
家
臣
で
、
■
公
に
志
蓑
を
襄
し
て
い

た
が
、
そ
の
数
年
後
に
官
を
や
め
て
郷
里
の
老
父
”
下
に
退
り
、
孝
養
に
■
み
刑
ち
国
り
を
作
し
て
庵
む
こ
と
な
し
、
と
い
つ
て
そ
の
師

女
か
ら
詩
歌
を
途
つ
て
惜
し
ま
れ
た
詩
ｔ
が
残
つ
て
い
ろ
。

寛
支
年
間
に
主
人
父
子
不
在
の
ま
ヽ
名
田
三
百
石
の

「
廿
地

一
は
、
破
官
Ｉ
ウ
ズ
一妃
●
下
に
各
被
官
が
そ
れ
，′てヽ

各
自
の
書
作
ヒ
績
け

て
い
た
が
、
そ
の
間
に
村
の
名
主
、
組
頭
に
田
地
を
統
領
さ
れ
た
り
、
被
官
姓
が
主
人
の
不
在
の
た
め
干
渉
の
な
い
機
奮
を
利
用
し
て
我

機
の
行
■
を
す
る
よ
う
な
状
態
に
な
つ
た
。
主
人
の
道
府
は
遷
か
に
高
速
の
決
宅
か
ら
大
革
村
の
新
地
の
竹
理
性
を
主
張
し
た
り
、
或
は



殴
た
装
甕
も
訴
訟
し

て
被

官
違

つ
城
長
を
一押

え
よ
う
と
力
め
た

の
で
あ

つ
た
。
そ
れ
は
次

に
掲
げ
る

て
苦

に
よ

つ
て
事

情

が

よ

く
わ
か

ワ
０

。

一　
札
　
ル
ん　
葛

一　

我
竿
、僕
人
車
村
々
■
退
中

〓
付
而
、
手
前
リ
ｌｉ‐―
地
之
儀
、
御
公
俵
ル

一微
官
之
者
共

二
技
仰
付
、
御
一百
姓
仕
候
虞

テ
餃
官
共
之
内
御
年
■
御
未

注
仕
、
出
畑
書
人

二
致
、
共
方
よ
り
米
金
仕
用
中
山
、
我
等
太
車
一
鍵

喘
性
共
貴
殿
オ
金
千
米
御
借

シ
候
分

ハ
被
官
共
仕
置
候
手
形
ノ
通
り
、

我
等
方
方
米
金
返
書
仕
、
急
度
埓
明
可
申
候
、
ミ
の
わ
た
庄
吉
分

ハ
棄

面
溝
饉
九
郎
兵
術
破
中
候
通
、
責
殴

へ
も
よ
り
能
少
々
之
所
ほ

い
か
に

も
相
波
し
可
申
候
此
方

へ
つ
き
能
・分
は
御
返
し
可
技
成
候
、
右
之
趣
た

と

へ
一
揆
徳
政
御
回
警
り
御
代
官
蓄
り
志
ち
返
し
何
様
之
御
法
度
御
座

候
共
、
少
も
逹
乱
中
間
敷
候
瑶
後
日
如
此

二
御
座
候
以
上

寛
文
十
年
戊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香

坂

通

白

印

七
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
耀

丘
（
衛

印

讃
人
　
同
　
憾

丘
（
術

印

薄

［Ｈ
九
兵
衛

印

椰
澤
伊
兵
衛
殴

同
　
十二［兵
術
殿

一　

札

之
　
事

一　
我
等
牢
人
―‥―１１
候
跡

二
而
性
官
共
御
未
進
仕
候

二
付
コ
畑
貴
殴

へ
書
人

数
―
・金
千
米
借
り
中
候
分
、
断
参
仕
供
考
急
ｔ
棉
済
シ
可
中
候

一　
庄
吉
分
蘭
畑
１１１
林
と
も

〓
、
茂
平
次
分
―――
川
、
甚
九
部
分

ミ
の
わ
た

第
二
章
　
伊
那
の
被
官
と
主
家
の
樹
別
的
研
究

畑
作
右
衛
円
分
ち
よ
り
か
へ
の
は
た
右
合
理
ケ
所
、
水
代
に
壼
ウ
中
候

山
、
少
も
相
達
御
Ｌ
有
ｌｌｌｌ
敷
償
、
右
庄
古
分
之
円
ゑ
の
水
出
古
屋
吸
畑

右
之
敷
負

二
ｉｒｌｉ
此
方
へ
得
返
―
‐‐‐∫
有
之
、
右
彙
度
あ
い
た
い
を
以
指
引

中
事

二
候
間
、
り
茶
脇
々
の
れ
い
〓
性
成
１１‐――
段
鉄
加
は

二
相
定
中
―．
ハ

た
と
へ
一
揆
徳
政
御
劇
書
Ｆｌ‐―
地
返
―
質
返
‐
・何
様
之
山
札
之
御
代
に
彼

戎
候
共
於
此
儀

二
は
少
も
相
遂
仕
――――
敷
候
葛
後
日
一
札
如
件

寛
文
拾
式
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喬

坂

一赳
白

印

千
ノ
九
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

雄

Ｉｔ
（
衛

印

香
坂
畑
兵
術
殴

同
作
右
術
開
殿

御
そ
せ
う
中
上
候
事

通
白
高
速
に
罷
有
名
田
し
は
い
仕
候
喜
中
分

ニ
ハ
成
中
間
敷
候
人
車
村

ニ

喜
兵
術
名
田

二
左
大
夫
と
中
渚
罷
在
候
而
も
ヽ
澤
線
兵
衛

二
名
出
う
り
中

候
所

二
喜
兵
術
子
共
親
之
名
川
う
り
中
一■
ぜ
」
へ
不
中
候
と
て
断
イ‐―‥
候
而

名
出
之
代
金
受
取
中
候
加
様
の
義
共
御
圧
候
遭
白
高
速

二
罷
有
候
而
名
出

ひ
く
わ
ん
し
は
い
被
仰
付
候
と
て
中
分
ニ
ハ
式
か
た
く
存
候
喜
兵
衛
子
共

高
逃

二
濯
有
大
革
之
名
画
■
ほ
い
仕
候
企
子
ブ
取
中
候
れ
い
も
御
郎
候

一　
人
草
御
百
姓
中
道
自
雨
度
之
御
そ
せ
う

二
連
は
ん
ソ
も
仕
候
上
ハ
御

百
姓
中
気
を
や
ふ
り
中
事
い
か
ヽ
に
存
候
雨
御
公
維
一様
御
や
く
め
い
わ
く

と
被
中
候
ヤ
御
や
く
き

ハ
御
意
次
第

二
通
白
可
仕
候
、
通
白
■
代
ひ
く
わ

二
一
五

峙
書
丼
汗
百
済
↓
叶
蒲
藩
研
ヽ
計
さ
、咄
Ｓ
（
■
・
ヽ
寄
詩
球
♯
Ｓ
Ｉ
辞̈
サ
ら
■
ざ
ユ

言
「
事
サ
〔
叶
労
τ
幸
⇒
サ
ン
こ
”
■
。
亘
降
Ｅ
”
区
叶
３



第
二
格
　
技
官
百
姓
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
三
ハ

ん
頭
と
申
■
候
共
御
取
上
被
下
間
敷
候
■
の
名
口
を
の
そ
ミ
中
事
さ
ウ
共
　
　
　
　

つヽ
―
十́
月
十
日
目
　
　
紋
兵
術
、
性
右
術
開
、
次
右
衛
門
　
　
道
白

ふ
と
ヽ
き
成
義

二
存
候
成
長
や
ヽ
も
可

・ＩＩＩ，
と
存
餃
雨
家
迄
作
り
中
候
外
聞
　
　
　
　
　
（延
費
元
年
）
　
　

確
九
郎
、
長
丘
へ術
、
九
右
衛
門

も
め
い
わ
く
二
存
候
せ
ひ
共
何
ケ
度
ヽ
御
一そ
せ
う
に
て
御
窪
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丘
（四
期
、
圏
四
郎

か
く
て
主
人
の
進
由
は
級
主
か
ら
宥
さ
れ
て
大
革
村

へ
嬌
参
じ
「
田
地
山
川
先
規
の
通
り
残
ら
す
下
減
さ
れ

一
た
が
、
読
に
そ
の
時
は

七
十
餘
茂
の
老
齢
に
達
し
て
い
た
の
で
、
家
木

（
下
人
）
の
叉
兵
術
に
任
せ
て
困
窮
の
家
の
維
竹
を
し
た
。
餘
程
困
つ
て
居
た
も
の
と
■

え
て
、
■
類
か
ら
給
共
米
を
受
け
る
程
で
あ
つ
た
。
そ
の
窮
状
を
見
飛
ね
て
嫡
子
の
機
兵
術
は
貞
享
か
元
藤
の
初
め
嘆
か
に
高
速
藩
士
を

や
め
て
郷
里

へ
還
り
そ
の
老
父
に
孝
養
を

っ
く
し
た
の
で
あ
ら
う
。
此
の
構
兵
衛
が
昴
郷
後
に
体
挽
と
言
つ
た
の
か
と
思
は
れ
る
。

上
伊
那
郡
史
に
よ
れ
ば
、十［
遠
技
主
鳥
居
東
京
売
忠
常
は
ギ
元
藤
三
年
夏
馬
場
先
円
の
警
術
を
命
ぜ
ら
れ
家
士
を
造
は
し
て
守
ら
し
む
、

頃
は
七
月
牛
正
関
盆
合
に
あ
た
り
、
曖
暑
酷
黎
な
り
し
か
ば
．呑
十
の
人
々
納
凍
の
た
め
番
所
を
明
け
て
御
橋
の
上
を
迫
通
し
た
る
中
に
、

高
坂
懐
兵
徹

（百
石
を
領
す
）
は
、
八
代
洲
河
岸
の
表
長
屋
に
琴
を
弾
す
る
音
を
聴
き
後
り
に
面
白
さ
に
如
何
な
る
容
貌
わ
弾
人
か

一
日
見

ん
と
思
い
、
し
ば
ら
く
疇
躇
し
´
去
ら
ず
、
此
長
屋
は
御
側
衆
千
同
美
渋
守
の
妾
を
置
き
じ
所
な
る
が
、
共
夜
は
美
洪
守
此
に
遊
安
せ
し

故
、
高
坂
は
忽
ち
捕

へ
ら
れ
町
本
行
所
に
丼
―――
さ
る
。
高
坂
様
々
に
陳
訓
す
と
難
も
、
大
切
の
御
一番
所
を
明
し
た
ろ
咎
逓
れ
難
く
、
経
に

死
罪
に
行
は
る
．
左
京
売
も
監
誉
不
行
曖
の
廉
を
以
て
開
円
仰
付
ら
る
。
忠
常

一
中
略
）
自
双
す
ｃ
時
に
元
藤
三
年
七
月
二
十
三
日
の
夜

な
，
。
　
， 中
略
一
高
速
の
技
地
を
浅
牧
せ
ら
る
。
一と
あ
つ
て
、
此
の
事
件
の
た
め
に
高
坂
賠
兵
術
は
死
罪
と
な
り
そ
の
子
息
は
遠
島
の
罪

に
行
は
れ
、
そ
”
妻
は
息
子
せ
と
一
緒
に
配
所
に
暮
し
た
０
で
あ
る
。
上
の
死
罪
の
確
兵
術
は
休
悦
の
患
千
”
十
太
夫
が
政
名
し
た
も
の

で
、
千
助
は
，
大
夫
の
子
、
体
臓
の
孫
に
古
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

静
　
サ
〈　
之
　
十一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
御
赦
免
被
遊

一
類
共
方
へ
引
取
可
中
旨
被
仰
波
候
二
付
御
波
彼
下
信
州

高
坂
仙
助
同
州
三
郎
餞
飛
々
上
野
宮
藤
迄
奉
願
候
所
、
今
度
以
御
慈
悲
遠
　
　
下
伊
郡
郡
大
草
村
罷
在
供

一
類
共
之
内
、
私
機
無
相
難
一受
収
之
、
川
披
地



召
速
性
越
臓
数
年
御
介
拘
機
成
性
下
候
所

一
家
之
者
共
不
生
難
有
仕
合
十

存
候
角
面
お
女
如
・件

元
藤
七
年
戒
壬
五
月
十
九
日
　
　
奉
願
五
人
之
内
講
取
人

人
車
村
　
一凸
坂
吉
た
術
門

印

一道
　
人
　
篠
崎
六
郎
兵
術

印

細
出
五
郎
左
術
門

印

井
開
五
右
衛
一門
殴

０
千
勁
お
ま
ん
訴
一訟
輛
係
文
書

一　
体
悦
方
お
ま
ん
方

へ
と
り
の
二
月
十
日
と
の
垣
御
り
や
う
ち
、
せ
っ

し
や
だ
い
ノ
ヽ
の
ミ
ゃ
ぅ
で
ん
の
内
、
ミ
や
の
ま
へ
と
中
所
に
て
五
拾

供
め
菩
付
は
ん
き
や
う
に
て
も
ら
ひ
中
候
よ
し
中
上
候
此
ぎ

ハ
お
ま
ん

体
悦
へ
た
つ
て
れ
か
い
中

二
つ
き
ご
う
中
の
れ
い
ほ
う
を
も
し
つ
ね
ん

――‥
候
へ
て
の
ぎ
に
御
座
候
、
今
程
は
休
性
も
郷
中
の
れ
い
ほ
う
を
か
ん

か
へ
お
ん
ま
に
て
ん
ぢ
わ
り
く
れ
申
ま
し
き
と
中
候
御
事

一　
人
草
村
の
ぎ

い
、
せ
ん
ね
ん
よ
り
た
か
ひ
きヽ
の
儀
、

一
せ
つ
れ
い
ほ

う
御
座
な
く
、
共
上
御
公
儀
様
よ
り
、
御
は
つ
と
か
き
に
も
で
ん
ち
わ

り
中
儀
か
た
く
む
や
う
と
お
ほ
せ
つ
け
』
れ
候
、
こ
と
に
拙
者
で
ん
ち

せ
ん
ぞ
よ
り
た
い
ノ
くヽ

一
セ
丁
かな
り
と
も
、
な
ん
に
よ
と
も
に
、
そ

―
・
へ
わ
，
甲
た
る
ぎ
御
狂
な
く
候

ヽ
ほ
ｔ
ん
は
ら
に
で
た
ち
す
こ
し
１
，

わ
り
中
嬌
す
か
り
な
り
申
さ
す
慣
御
事

一　
お
ま
ん
儀
休
性
‘
の
ち
ハ
、
流
ら
・う

ン
・も
可
レ
仕
と
め
い
わ
く
の
た

ん
中
上
候
ぎ
、
そ
ん
じ
の
ほ
か
な
ろ
中
ふ
ん
に
御
座
候
拙
者
し
ん
た
い

罷
成
中
さ
す
候
へ
共
、　
一
も
ん
と
も
ご
う
た
ん
に
て
、
お
ま
ん
方
へ
一

第
二
章
　
伊
那
の
被
官
と
ｉ
家
の
個
別
的
研
究

硲
き
辞
市
牌
０
申
串
蒲

研
ざ
計
さ
０
さ
（
■
，
端
書
誌
黎
＝
Э
摯
識
り
絆
専
ざ
弓
ン
ざ
難

．
ョ
書
♯
サ
〔
叶
針
τ
準

コ＞
う
い
ｓ
熙
■
ｏ

れ
ん
に
米
十
供
、
、ヽ二
Ｌ人
豆
た
き
木
と
も
に
１１１
し
置
中
候
此
上
ゑ
ん
に

も
付
中
さ
す
候

ハ
ヽ
、
す

へ
，′でヽ
、
と
て
も
そ
の
通

に
可
レ仕

二
御
座
候

間
、
る
ろ
う
い
た
す

へ
き

こ
と
御
座
な
く
候
御
事

お
は
そ
れ
ら
な
か
ら
口
上
薔

二
而
申
上
候
御
事

一　
わ
た
く
し
お
や
休
攪
方
力
と
り
の
二
月
十
日

Ｊ．
、
こ
ん
と
う
く
な
い

殿
御
り
や
う
ち
の
一内
、
ヽヽ上
ヽ
の
ま

へ
と
中
所

二
而
御
年
ぐ
高
五
拾
俵
め

の
所
書
付
は
ん
き
や
う
に
て
も
ら
ひ
申
候
、
き
よ
ね
ん
千
助
並
は
、
と

も
に
、
江
戸
方
休
攪
御
そ
せ
う
中
上
、罷
か

へ
り
中
候
ゆ

へ
、
わ
た
く
し

０
き
だ
つ
て
も
ら
ひ
を
き
申
候
で

ん
は

た

わ
り
可
申
候
よ
し
中
候

へ

は
、
千
助
は

ヽ
て
ん
ぢ
わ
り
中
ま
し
き
よ
じ
申
候
て
、
ら
ち
ぁ
け
申
さ

す
候
ゆ

へ
、休
性
は
い
う
も
う
イーー‥
中
候
、
わ
た
く
し
は
女
の
儀
に
御
座
候

ヘ
ハ
、何
と
も
め
い
わ
く
仕
中
候
、
千
助
事
は
わ
た
く
し
も
ら
ひ
中
候
五

十
表
め
わ
り
中
候
て
も
、御
ね
ん
ぐ
た
か
百
六
十
表
め
よ
、そ
の
う

へ
い

ゑ
や
し
き
ひ
く
わ
ん
と
う
ま
て
か
と
く
い
た
し
中
侯
、
わ
た
く
し
事

ハ

お
や
体
粉
方
も
ら
ひ
中
候
で
ん
ぢ
五
十
表
め
は
か
り
に
て
御
座
償
、
こ

れ
を
わ
り
不
レ中
候

ヘ
ハ
体
悦
ぎ
は
よ
め
い
御
座
な
く
候

へ
か
、わ
た
く

し
事
流
ろ
う
い
た
し
中
候
オ
ほ
か
御
座
な
く
、
め
い
わ
く
に
奉
存
候
、

あ
わ
れ
御
ぢ
ひ

二
き

こ
し
め
し
わ
け
ら
れ
で
ん
ち
わ
り
中
候
や
ら
に
お

ほ
せ
つ
け
』
れ
く
た
さ
れ
賛

ハ
ヽ
、
あ
り
か
た
く
可
レ本
レ存
臓
御
事

二
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓ょ
　
　
　
　
ん

魔
澤
　
源
大
夫
様

渡
部
機
左
衛
門
様

二

一
七

一
一
一
一
一
一
一
一・・・一
一
一
一
一
一
一一
一
一
一一
一
一
一
一
一
一
一
一



第
二
稿
　
枝
官
百
姓
の
研
究

田
畑
出
ス
申
事

一　
我
等
出
地
ノ
内
側
公
儀
高
五
十
表
め
、
共
方

へ
１１‐―
●
申
候
場
ノ
所

ハ

宮
ノ
前
田
地
之
内
■
石
方
畑

ハ
た
い
―
畑
イ
門
二
て
右
五
十
表
め
二
お

つヽ
ち
雨
、
御
公
崚
Ｉ
合
五
十
表
め
我
年
末
々
モ
一■
代
け
―
・十
う
あ
た
こ

く
れ
中
性
、
其
方
ま
一ヽ賀
」
ひ
ィ
内
ハ
、
有
之
ロ
リーーーー
わ
ウ
中
間
敷
航
、
江

戸
方
千
助
報
三
出
野
参
中
餃

ハ
ヽ
■
年
；
鵬
畑
講
収
共
方
Ｉ
か
な
い
御

年
貢
御
役
義
と
も
に
共
方
相
つ
と
め
可
レ被
レ中
候
、
ひ
く
わ
ん
ノ
義
ハ

ニ
Ｌヽ
け
ん
の
そ
み
次
第

二
取
可
レ
被
レ中
候
、
自
然
外
オ
な
に
か
と
申
候

と
も
、
我
等
ち
ひ
つ
ち
は
ん
に
て
く
れ
申
候
上
ハ
、
た
れ

こ
て
も

一
こ

ん
の
菱
こ
れ
あ
る
間
敷
候
、
馬
後
日
警
付
如
此
候
以
上

元
ろ
く
六
年
西
ノ
ニ
月
十
日
　
　
　
　
　
体
　
　
　
　
焼

お
ま
ん
方

へ

乍
恐
返
答
書
ソ
以
申
上
候
御
事

去
ル
亥
ノ
年
、
拙
者
秘
父
体
焼
方

へ
お
ま
ん
違
ｌｒｉｌ
願
中
候

二
付
、
拙

者
名
出
之
円
割
候
雨
く
れ
可
レ中
と
一
札
出
し
置
中
候
、
然
土
（
大
革
村

之
雛

ハ
、
先
規
方
子
供
多
持
中
候
得
雨
も
、
惣
傾
オ
外

ハ
国
地

一
切
譲

不
レ中
候
例
法
之
由
畑
類
共
申
聞
候
得

ハ
、
体
悦
中
候

ハ
我
等
老
盲
故

所
之
例
法
致
二失
念
Ｉ
、ぃ
ま
ん
方
へ
一
札
出
―
置
候
得
共
、
新
法

二
罷
成

候
間
、
お
ま
ん
二
川
地
少
茂
く
れ
中
候
ｌｉｌｌ
敷
と
凱
者
方

へ
一
札
出
置
申

候
、
然
ル
上
ハ
族

二
可
，
仕
様
も
無
ｉ御
座
一候
得
共
、
お
ま
ん
方
外
出

入
二
仕
、御
役
人
様
方
へ
中
止
候
所

二
、庄
屋
中
彼
二取
曖
■
ぃ
ま
ん
方

へ

萱
ケ
年

二
米
式
拾
表
宛
篤
二扶
持
一方
合
力
仕
候
様

二
と
違
面
彼
し，中
候
、

母
事

ハ
女
之
義
、
拙
者

ハ
幼
少

二
而
何
之
■
も
無
■御
駆
・、共
驚
文
二
判

一̈　
一　
八̈

仕
候
儀
、今
程
三
到
残
念
奉
存
候
、体
悦
力
亥
ノ
年
拙
者
方

へ
高
置
中
候

一
札
御
本
行
所
御
預
り
置
被
ツ遊
震
間
、
今
度
御
返
シ
被
下
候
ほ

二
本
レ

願
候
御
事

一　
体
焼
オ
御
未
進
償
金
分
領

二
過
ｉ
設
中
候
、大
故
代
々
之
名
田
年
ｉ
〓

非
一資
申
候
而
、
御
米
泄
拝
債
企
相
排
中
候
篠
共
、其
借
金
於
〓爾
今
■
理

分

二
相
残
り
、
共
上
近
年
之
不
作
故
南
御
年
貢
人
分
致
二不
足
一凱
僕
仕

候
、
殊

二
休
眈
子
共
爾
人
母
共
可
・′参
方
無
・御
座
一候
ヘ
ハ
、拙
者
介
抱

仕
候
御
事（略
）

元
織
十
二
年
知
三
月
十
二
獄
　
　
　
　
　
　
千
　
　
助

印

中
島
藤
吉
億

曖
添
置
文
之
ヰ

一　
去
ル
五
年
以
前
亥
′
年
出
入
有
之
、
御
私
領
方
庄
屋
中
御
曖
二
面
合

力
米
帝
年

二
式
拾
表
宛
共
方

一
代
出
し
中
筈

〓
敵
文

二
而
埓
明
申
餃
所

二
、
去
年
貴
様
縁
付
被
レ成
候

二
付
、右
介
力
米
出
し
中
間
敷
と
昨
候

二

付
今
度
―１１１
人

二
罷
成
候
所
ヲ
、
此
加
判
之
衆
右
十
表
之
合
力
米
七
分
三

分
之
御
曖

二
而
宮
内
様
御
領
分
我
等
川
地
之
内
宮
ノ
前
下
作
米
拾
式
俵

町
堀
ノ
内
下
作
米
式
俵
右
式
ケ
所

二
雨
拾
円
俵
之
研
地
方

〓
而
常
年
み

貴
様

一
代
出
し
中
筈

二
相
ｔ
中
候
、
然
ル
上
ハ
右
拾
回
表
之
場
所
御
年

貢
）牙
御
役
餞
貫
共

二
其
方
へ

一
切
掛
ケ
不
レ
中
我
等
相
勤
可
中
餃
、
右

拾
四
表
之
場
所
不
作
有
之
候

ハ
、
共
方

二
而
御
栓
見
請
御
列
方
可
レ被
〓

中
受
一候
、但
し
御
検
見
貫
之
義

ハ
引
高

へ
掛
り
中
筈
二
槽
定
メ
申
候
、

右
之
陶
地
用
水
か
り
敷
山
之
銭
全
鋼
々
之
通
相
今
中
筈
ミ
相
定
メ
中
候



貴
様

一
代
通
候

ハ
、則
右
之
刊
地
井
右
之
曖
議
又
共
々
三
通
御
返
―
ン可
レ

レ被
・成
候
加
様

一
イ‐‐～
、
御
曖

二
而
埓
明
中
上
、
縦
御
地
頭
様
書
り
、
御
一

代
官
様
書
り

何
様
之
義
有
之
候
共
於
二此
義
一
ハ
少
も
相
逮
申

間

敷
候

衛
■後
日
一暖
添
誇
丈
角
而
如
件

元
織
十
二
年
卸
潤
四
月
十
八
日
ス
草
村
本
人

惣

被

官

代

耐
傾
方
庄
離
請
人

支

　

点

　

印

源

左

術

門

印

右
之
通
お
ま
ん
千
助
出
入

二
付
去

ル
亥
年
我

々
共
暖

二
而
相
済

ン
維
支
加

理
出

シ
黙
成

二
、
Ｌ
ｔ
又
再
養
中

二
付
、
何

■
加

劃

之
衆
御
唾
御
済
し

被
，成
候
出
、
此

支

´
地
方

三
――ｌｌ
お
一デ
■

代
相
波

三
叫
，中
候
出
、右
之

通
性
〓
＝
士
一通
判
機
，成
候
、
地
方
之
義

二
付

以

後

無
二相
連
一馬
二
証
線

之
一割
形

‐‐∫
し́
仕
由
、
名

々
被
レ中
候

一
付
加
判
ｔｉ‐
レ
北
側
“
隣
以
上

郷
ノ
潤
九
月
十
八
日
　
　
　
　
　
ヽ
‐‐―二人
　
八
　
郎
　
丘
（　
衛

ク
　
　
刊
　
・」′‐‐‐　
術
　
門

ク
　

博

右

衛

門

Fi郎 三  兵 イi

llillll助

オ」―L ,t

イi
l´
 ―し

術

F]郎 15

御
私
領
方
長
百
姓
曖
人

左

衛

門

印

　

　

　

　

　

ふギ

／′殴

ま
た
、
名
■
八
郎

‐
兵
術
が
、
道
白
浪
人
中
に
畿
領
し
た
と
い
う
孫
蔵
名
円
の
件
に
つ
い
て
も
、
元
藤
八
九
年
頃
に
訴
訟
を
し
た
。
こ
れ

寺
●
家
の
財
産
争
い
ゃ
訴
松
等
の
た
め
に
、
道
白
掃
参
以
末
困
窮
の
家
計
が
釜
々
行
詰
り
、
途

に
元
織
九
、
十
年
頃
に
相
性
多
く
わ
名
出

を
手
枚
す
に
至
つ
た
。
こ
れ
は
主
人
千
助
幼
弱
の
た
め
家
木

―――
田
角
市
術
間
等
が
訴
訟
占
端
の
釆
配
を
振
つ
た
の
で
あ
る
。

一　
札
　
之
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．た
も
八
郎
兵
衛
殴
十
年
之
円
赴
取
被
成
候
‥‐ｌｉ

一
、
孫
代
分
川
地
出
入
相
済
候
喜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
式
日
十
年
之
円
た
、
ミ
算
用
次
第
江
戸
公
事
二
仕
候
断
ｔ
不
残
う
け

一
、
式
表
三
斗
三
升
帝
合
三
句
式
才
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
可
中
候
達
而
中
候
所
常
泉
寺
御
暖
右
過
米
常
果
寺
様
千
助
方
４
御
ｔ

八
応
兵
術
殴
十
年
通
収
被
致
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ひ
被
成
八
郎
兵
術
殿
へ
被
注
叉
田
畑
之
性
ハ
不
残
取
返
Ｌ
千
勁
方
へ

一
、
■
０
わ
た
一
ケ
年
二
四
十
七
匁
人
分
七
厘
六
毛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
波
―́
被
成
燃
割
数
二
候
へ
共
共
方
立
承
引
不

，１１…
候
二
付
我
等
共
立
４

第
二
〓
　
伊
那
の
技
官
と
主
家
の
１１１１
別
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
一
九

書
許
拌
百
卜
０
針
許
蒲
け
ヽ
計
書
ギ
ゞ
（
■
・
キ
苓
書
ヽ
＝
ｅ
畔
・ホ
リ
■

Ｅ
＝
Ｅ
”
Ｘ
■
〓



第
二
筋
　
被
官
百
姓
の
研
究

埓
明
ケ
さ
せ
中
候
丼
一千
助
成
人
仕
其
方
共
不
講
取
故
泄
米
取
不
中
銑
と

立
腹
仕
候
薇
我
等
共
中
わ
け
可
致
候
開
御
唾

二
而
相
済
一候

へ
と
む
リ

ニ

埓
明
ケ
さ
せ
中
候
馬
後
目
如
・件

元
祓
九
年
子
ノ
ニ
月
五
日
　
　
　
　
　
　
細
＝
理
左
術
門
印

高
坂
兵
右

工
間
印

更
に
ま
た
、
安
碁
十
三
年
に
は
高
坂
家
”

推
保
と
し
て
菩
入
れ
し
た
こ
と
も
あ
つ
た
。

家
は
績
い
た
の
で
あ
る
。

備
用
中
金
子
之
暮

一　
金
百
九
拾
六
雨
葦
分
者
　
但
文
字
企
也
　
此
利
足
帝
割

右
撻

二
今
日
使
用
十
年
々
御
年
貢
御
未
進
弁
納
丼
鷺
金
方
皆
一済
債
申
所

贅
正
明
白

二
御
ヽ
候
右
金
返
済
方

ハ
小
作
人
帳
面
差
―――
し
御
預
ケ
置
候

通
り
米
高
三
百
七
拾
九
俵
四
升
ハ
ーーー‐――
方
分
、
大
豆
九
拾
帯
伝
常
斗
四
升

壼
合
ハ
畑
方
分

右
之
内
　
米
式
百
式
拾
三
俵
〓
斗

一
升
五
台
六
勺
七
丁
ハ
年
々
御
年

■
諾
役
貫
■
済
上
納
分

大
三
百
六
拾
七
俵
六
升
三
合
　
惣
賄
方
並

こ
借
金
無
恭
返

湾
米
諸
，、
用
排
方
分

引
先
而
米
合
七
拾
九
俵
式
升
式
合
三
勺
三
才
也
　
惣
皆
済
賄
鈴
り
米

此
米
高
八
拾
俵
高
詰
可
中
約
束

二
御
座
候
事

右
之
幾
米
大
豆
ア
以
、
年
々
豊
年
二
作
立
可
相
納
候
間
、
其
年
々
十

一
月

三
二
〇

角
右
術
門
殴

佐
　
干
　
殴

士
口
兵

術
殿

庄
右
衛
門
殴

甚
右
衛
門
殴

か
く
て
盛
妻
浮
沈
を
繰
返
し
、
借
金
に
苦
し
み
年
ら
も
、
高
坂
家
の
家
系
を
誇
り
つ
ヽ
こ
の

中
旬
立
直
段
ブ
以
元
企
皆
済
被
成
下
、
何

ケ
年

二
て
も
元
企
済
候
後
利

足
企

二
御
引
取
彼
成
下
、
出
畑
下
作
有
形

二
而
行
末
々
常
大
郎
ェ
其
盤
御

引
波
シ
被
下
候
様

二
私
身
代
御
賄
方
今
度
改
頼
人
中
虞
責
正
明
白

二
御
座

候
、
尤
惣
被
官
門
屋
共

一
流
御
槙
中
人
候
虞
相
連
無
御
座
候
右
金
高
元
利

御
皆
済
中
間

′́、
一
流
門
屋
共
不
作
列
等
之
御
訴
訟
等
・決
雨
不
仕
書
面
賄
米

辻
急
度
作
立
高
辻
合
可
申
候
、
以
御
了
衛
御
賄
可
被
下
候
萬

一
不
作
又

ハ

御
立
毛
絆
納
等
餃
面
ム
尤
作
埋

一
切
彼
是
御
咤
年
中
止
間
敷
候
、
娑
キ
払

等

二
而
碑
約
束
汁
高
間
違
候
而
向
引
取
永
＝
畑
御
所
持

二
役
成
下
候
‐―――
も

決
ＩＩｌｉ
中
分
――‥
門
敷
候
篤
後
目
一
家
中
加
判
■
門
屋
共
迄

一
流
連
印
加
判
街

用
”
支

一
札
朽
而
如
件

質
藤
十
三
来
年
二
月
六
日「

l大
革

断 ;|
多
ズ(
人

同 高

常 坂

源
大

ll

l:"兵
|:



１１
煎
計
人
鹿
牛
村

‐‐１

　

斯

穂

一
家

名

代

私
鎖
方
庄
量

右
　
　
同

　

斬

御
領
方
庄
量

惣

性

官

■

代

四
　
十
地
の
責
買
と
被
官
の
身
分

蒙
の
盛
ま
に
連
れ
て
土
地
の
賣
買
が
起
り
、
そ
れ
に
作

つ
て
被
官
の
身
分
が
――――
題
に
な
る
。
古
い
と
こ
ろ
で
は
度
長
年
間
に
代
官
手
代

を
し
て
い
た
呑
坂
仁
兵
術
が
百
姓
甚
九
郎
よ
り
、
そ
の
所
有
田
畑
の
全
部
に
被
官
善
十
郎
を
添

へ
て
買
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
■

だ
職
様
氣
分́
の
多
分
に
濠
う
時
代
で
あ
・る
ｃ
か
く
て
率
精
が
漸
次
増
加
し
た
中
で
あ
ら

た
。
然
る
に
代
官
手
代
の
如
き
役
人
を
や
め
て
百

■
に
な
つ
た
後
の
高
坂
家
の
工
藤
九
年
■
安
政
政
半
”
際
に
は
、
被
官
わ
永
代
賣
波
し
、
被
官
の
身
請
、
妻
子
業
身
代
金
ぞ
主
家
に
て
取

つ
て
農
奴
解
放
を
し
た
と
い
ふ
「
も
あ
る
。
数
年
間
係
千
の
孫
蔵
田
地
も
結
局
は
名
主
八
郎
兵
衛
に
賣
渡
さ
な
ば
な
ら
ぬ
経
済
状
態
に
陥

つ
た
の
で
あ
る
。

壁
長
十
九
年
寅
之
御
年
菫
御
蔵
米

一
ウ
う
も
ま
か
な
い
の
て
た
て
不
罷
成
　
　
今
居
申
候
木
屋
敷
之
儀
ハ
被
官
に
て
御
座
候
善
十
郎
も
只
今
出
地

二
さ
Ｌ

候
故
、
我
々
か
ヽ
い
申
候
ｍ
リーーーー
の
こ
う
な
く
相
波
し
中
候
し
き
せ
ん
と
し
　
　
，で
へ
相
渡
じ
候
見
こ
み
二
候
へ
共
、
御
未
淮
一捕
中
き
り
く
ヽ
こ
殻
様
へ
御

て
米
拾
三
俵
五
斗
請
取
中
、
御
年
貢
め
御
蔵
米
相
済
し
中
候
、
右
之
内
只
　
　
奉
公
中
候
――――
、
若
御
四
か
い
御
代
官
警
な
と
候
ハ
、
御
の
こ
し
賢
候
見
二

第
二
章
　
伊
那
の
被
官
と
主
家
の
価
別
的
面
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一Ｉ
一
一

「
認
諄
百
済
０
針
串
蒲
レ
普
計
Ｓ
●
さ
（
■

〓
書
討
ヽ
♯
ｅ
摯
詳
サ
■
●
ヽ
■
′
さ
書

・
置
す
■
サ
〔
叶
労
τ
華
０
り
計
ｓ
＝
■
・
Ｅ
日
〓
か
Ｘ
叶
寄
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山
方
分
　
　
　
　
　
一〓
　
　
　
　
　
助

里
方
分
　
　
　
　
　
庄
　
　
　
　
　
・八

此
外
材
地
々
々
二
年
寄
共
０

０

●

●

大
河
■
村

前
鳥
テイー
馬
之
翼
段

兵

左

衛

門

殿
摯

一　
無
盤
丼
年
は
↑
先
達
而
質
物

ニ
ア、
世
候
川
畑
之
分

ハ
議
文

一、書
■
量

候
儘
硼
了
簡
之
相
定

二
御
座
候
尤
無
来
年
賦
澄
文
相
清
候
後

ハ
此
度
市

交
通
り
相
津
兵
御
座
隣
角
面
附
紙

二
‐ｒｌｊ
断
相
立
置
申
候
以
上



第
二
筋
　
被
官
百
姓
の
研
究

み

二
候

ハ
ヽ
、
我

々
申
分
有
間
敷
候
、
田
地
ま
か
な

い
二
あ
ま
し
中
候

ハ

ヽ
甚
右
衛
門
殴
頼
人
相
波
し
申
候
間
、
天
下
い
か
様
の
六
ケ
虎
出
地
し
ち

か

へ
し
御
座
候
共
、
中
分
御
座
有
間
敷
候
篤
後
目
角
如
件

（議
人
　
甚
右
術
門
殿
）　
　
　
　
　
　
　
叉

次

郎

花

押

寅
之
十
二
月
八
日

香
　
　
仁
兵
衛
様

同
　
　
　
次
助
様

一　

札
　
之
　
十サ

此
吉
蔵
、
年
二
郎
と
中
被
官
式
ケ
世
――
ヽ
――
企
五
雨
式
分

二
永
代
賣
渡
、
御
年

貢

二
相
立
中
断
責
正
也
共
方
木
代
被
官
可
被
成
候
、
加
様

二
相
定
中
上

ハ

質
返

シ
人
返

シ
何
様
之
御
仕
置
定
御
代

二
罷
成
候
共
、
於
此
儀
ほ
少
も
相

連
中
間
敷
候
篤
後
日
之
“
而
如
件

元
藤
九
年
子
ノ
三
月
十
八
日
　
　
　
　
　
一尚
　
坂
　
千
　
助

一島

坂

五
た
術
門

細
出
理
左
衛
門
殴

同
　
徳

千

代
殴

差
上
中

一
札
之
事

一　
私
永
代
身
を
講
申
代
金

〓
式
雨

二
相
た
、
只
今
壼
雨

´
指
上
ケ
中
相

残
ウ

ハ
束
ル
七
月
ほ
ん
前

二
急
庵
指
上
ケ
可
中
候
何
方

二
罷
在
中
候
御

か
ま
い
被
下
間
敷
餃
、
尤
い
に
し
た
の
一す
」く

二
少
も
慮
外
か
ま
し
き

仕
間
敷
候
右
之
企
帝
薦
滞
申
侯

へ
は
右
通
御
被
官

二
被
成
可
被
下
候
少

も
共
時
異
儀
中
止
間
敷
候
、
馬
後
日
之
請
丈
差
上
中
侯
朽
而
如
件

元
藤
九
年
　
　
　
　
　
　
　
　
本
人
　
間
　
一二
　
郎
　
印

一一
一一
二

千
ノ
ニ
月
十
八
日
　
　
　
　
請
人
　
丘
（　
〓
一　
郎
　
印

高
坂
千
助
様
御
内

山
田
角
右
衛
門
殴

指
上
申

一
札
之
事

一　

私
丼
妻
子
共
々
永
代
御
暇
被
下
置
致
候
世
悴
身
代
金
式
分
指
出
上
中

筈
樹
一座
候

へ
と
も
、
只
今
登
分
差
上
中
候
相
残

ハ
調
兼
中
候

二
付
而
御

わ
ひ
針
常
暮
差
上
可
中
候

一　
何
方

へ
罷
出
候
共
少
も
鶴
構
被
下
間
敷
候
、
尤
私
何
方

二
罷
在
候
共

右
之
通
、
少
も
慮
外
ケ
間
敷
事
仕
間
敷
候
篇
後
目
朽
而
女‐‐
件

元
藤
九
年
子
ノ
四
月
二
日
　
　
　
本
人
　
一二
　
四
　
郎
　
印

請
人
　
一成
　
丘
（　
術
　
印

右
之
金
子
葦
分
末
ル
十

一
月

二

急
度
進
上
可
仕
候
以
上

高
坂
仙
助
様

御
内山
田
角
右
術
円
殴

相
波
中
国
地
之
事

一　
孫
蔵
分
園
地
之
内́
閣
畑

二
而
御
年
貢
米
合
口
斗
入
九
俵
六
升
五
合
六

才
之
所
常
■
ノ
春
‘
相
渡
シ
中
候
其
方
代
々
之
名
鮨

こ
可
彼
成
候
拙
者

子
孫
之
僕

ハ
不
及
中

一
間
中

二
至
迄
少
茂
構
無
御
座
候
右
代
金
拾
八
雨

性

二
受
取
中
庭
賞
正
也

（以
下
略
）

元
蔽
十
年
■
四
月
十
九
日
　
本
人
　
千
家
末
　
角
　
右

衛 助

「]



證
人
　
四
　
　
七
　
　
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
十興
　
右
　
行
　
日

同
　
　
諄
　
右
　
衛
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一人
郎
兵
術
殴

被
官
の
賣
買
や
身
請
け
解
放
は
硫
に
行
は
れ
た
特
殊
の
も
の
、
如
く
言
う
人
が
あ
る
が
、
朧
澤
家
の
ズ
明
、
文
化
、
天
保
年
代
の
多
数

の
安
例
が
あ
り
、
こ
の
高
坂
家
の
慶
長
、
元
藤
年
代
の
文
書
を
見
て
も
、
主
家
の
盛
ま
に
件
つ
て
時

々
行
は
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
之
は

徳
川
時
代
を
通
じ
て
の
上
の
地
方

一
般
の
は
行
で
あ
ろ

た
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

被
官
と
し
て
は
公
的
に
は
、
日
地
所
有
の
名
■
を
表
面
に
出
す
こ
と
が
出
来
す
、
印
形
の
使
用
を
必
要
と
す
る
と
き
は
主
家
の
代
制
で

済
ま
し
た
の
で
あ
る

が
、
身
請
し
て
後
に
田
地
高
持
と
な
り
て
百
姓
名
前
を
出
せ
ば
、
卸
ち
十
百
姓
と
し
て
自
分
の
印
形
と
使
用
す
る
こ

と
に
な
り
、
次
の
よ
う
に
印
鑑
属
を
村
の
名
ｉ
役
所
に
属
出
で
登
録
し
た
の
で
あ
る
。

豊

一
印
　
鑑
　
価

私
葉
己
七
月
オ
百
姓
名
前
御
―――
ン
社
下
儀

ニ

五
　
沖
田
耕
地
の
仕
水
う

‐・↓
　
后
数
と
組
合

沖
料
甘
地
は
、
以
前
は
二
十
六
Ｆ
の
農
家
が
あ
り
、

氏
つ
被
官
開
係
の
家
が
二
十
戸
あ
る
。
別
に
高
坂
氏
め

者
が
八
戸
あ
る
。

現
在
耕
地
内
の
各
戸
を
左
の
紅
に
分
け
て
あ
る
。
高
坂
家
も
仲
間
に
加
は
つ
て
い
る
。

第
二
章
　
伊
那
の
枚
官
と
主
家
の
個
別
的
簡
究

下
書
ヽ
汗
百
卜
０
叶
津
蒲
研
ざ
計
さ
６
Ｓ

膵
書
事
球
♯
Ｓ
摯
辞
サ
■
〓
ざ
Ｌ
′
ざ
群

・
ヨ
奪
♯
サ
（
叶
希
τ
こ
ゆ
サ
シ
こ

+1■
1也  ど
に 全
沖: 古5
る Ili
他 坂
よ 場く
り  0)
末 被
IL 
′「
lt・

の 開
者 係
2q の
Fl 者
と ■
'｀  と〉

高 つ
坂  た
家  が
〆)   ｀

月T 現
在  在
ナ也  |ま
11  ・ 1

クト  |｀

I・ l

右 1,4
「い
形
今 回

「I
よ

り  ま|,
本E
「lj
候

問
印
鑑
差
出

シ
中
Ｆ
以
上

安
政
四
己
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚

七
月
十
日

11`

三
戸
で
内
高
坂

″
土
地
に
＝
る
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篤
　
被
官
百
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研
究

け同　一中制　【［［〓［一】申一＝地中

上
組
　
十
Ｆ
紅
　
五
戸
組
三
組
一

Ａ
戸
組
　
寵
魯
一愁
欺
わ
際
の
斡
旋
、
貧
困
者
の
財
轟
寧
理
の
際
無
■
講
を
起
す
こ
と
等
を
五
戸
組
に
て

一
切
世
話
す
る
。
夫
婦
共
他
の

も
の

一
戸
に
て
二
人
宛
手
体
す
る
。
職
戒
ょ
り
も
組
の
者
の
方
が
維
限
が
ぁ
る
。

五
戸
細
ょ
り
二
人
寛
――――
て
も
、
そ
れ
に
て
手
不
足
の
と
き
は
他
は
十
戸
組
か
ら

一
人
宛
末
て
手
倅
す
る
。

道
下
　
馬
の
斃
死
せ
る
と
き
は
道
上
、
道
下
に
て
協
力
す
る
。
そ
れ
に
て
も
な
お
手
不
足
の
と
き
は
耕
地
中
企
部
に
て
協
力
す

ス
つ
。

道 十
_ヒ  戸
｀ 網1

° ili   耕:
嗜舌  19ャ  ナ也
の J・也 中
仕  '11
プデ グ) `,
1ま  たk ti｀
′自、 の

■i イ̂  '"こ
戸 も 姿宅
il 御 の
の 百4, 日寺
者 共 の
は  1也  女「l
内 雅 き
勘 事 li
と の =ト
し″ 手 地｀
イ専 中
1- に `ト
「■ J( ■6
糸L る 1(
′)  °  ~こ

つ

他
わ

者
′キ

〓
一　
税
性
と
共
同

十
か
ら
甘
地
方
で
は
、
円
州
山
林
を
光
ら
す
猟
鹿
狩
を
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

廿
地
の
者
が
集
っ
て
、
、二
人
と
被
官
と
共
に
燒
を
田
ん
で
盛
に
飲
食
談
笑
し
た
。

に
し
た
十
を
偲
ば
せ
る
趣
き
が
ぁ
っ
た
と
云
ぅ
。

甘
地
内
の
役
員
と
し
て
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

猪
を
捕
獲
し
た
時
に
は
、
高
坂
家
に
捕
物
を
持
参
し
、

そ
れ
は
戦
国
時
代
に
主
従
揃
う
て
出
陣
し
て
苦
業
を
共

|卜:

F舌

寸
~

る

税
戒
及
び
新
地
中

外
勤
す
る
。
両

に
斉
く
。
こ
れ
が
■
め

し́

ノ[
,■

辛it
の

者
カミ

,J

(也

●)

者
を

|li

揮
す

{こ

/ヽ

一

|‐

人
位
Fζ

音5



耕
地
惣
代
　
公
務
開
係
、
道
■
請
、
街
生
等

口
槻
世
話
人
　
備
荒
対
蓄
の
韓
旋

仲
，―‥１１
は
以
前
は

，――‐―‐
‐―――
様

、無
格

，――――
）
が
ぁ
っ
た
が
村
■
に
合
祀

し
た
。

十
粧
は
現
在

一
日
常
泉
寺
●
櫨
徒
で
あ
る
が
、
明
治
憲
法
資
布
後
に
、

な
中
合
せ
を
し
た
。
こ
の
契
約
は
佛
宗
に
よ
る
葬
式
の
こ
と
を
決
め
た
一

に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
取
締
，
す
る
こ
と
な
も
定
め
た
も

の

一
班
を
窺
う
に
足
る
も
の
が
あ
る
。

契
　
　
約

　

書

今
般
九
‐１１
教
育

〓
付
沖
相
耕
地

一
日
契
約
致
僕
條
項
左

ニ

第

一
條
　
丸
山
教
曹
始
メ
諸
碑
道
派

二
韓
宗
致
候
義
未
夕
共
時
勢
二
不
致

候
――――
従
前
之
通
り
佛
宗

ニ
テ
相
互
葬
式
ソ
始
メ
諾
事
批
行
可
致
事

第
二
峰
　
常
耕
地
ノ
表
ハ
相
互
規
繊
ブ
厚
ク
シ
発
前
之
―――…
末

二
徴
ヒ
新
規

ノ
‐‐１１１‐ｆ
業
ソ
起
シ
＝
地
内

二
迷
惑
二
ＩＨ
成
候
義
決
ン
チ
致
‐―ｌｌ
敷
候
菖

一
不

得
己
シ
テ
事
業
ブ
起
十
ン
ト
ス
ル
者
ハ
耕
地

一
同
ノ
協
議
ブ
講
ケ
差
支

無
之
■
認
ム
ル
事
件

ハ
計
‐‐∫
致
‘
べ
十
コ
ト

第
二
條
　
第

一
僚
第
二
僚
ノ
契
約
二
封
シ
一
己
ノ
ｒ
油
フ
以
テ
連
約
ス
ル

者
ア
ル
時

ハ
＝
地
ア
ｍ
ス
ル
カ
又
ハ
＝
地
附
合
ブ
不
致
“

‐ｉ‐―，
ｉｌｉｌ‥
伸
格

ニ

■
た
氏
‐ＩＩ‐―‐
●
湯
ノ
４
一呻
化
も
同
じ
＜
合
・祀
し
た
。

営
地
方
に
於
て
信
致
肖
山

し‥́，
嗜
が
あ
つ
た
と
き
に
、
次
●
よ
う

参
議
シ
同
扇

ス
■
●
Ｌ
ノ
許
サ
ス
耕
地
内
蔵
共
有
物
ノ
持
ｉ
ノ
悦

ス
右

壇
約
‘
性
重

ハ
＝
地
内

一
同
談
示
之
上
た

レ
フ
ｔ

ム
ベ
キ
コ
ト

第
四
藤
　
叶
契
約

二
付
ｔ
約
者
ア
ル
ト
キ
ハ
談
示
之
Ｌ
惣
ヽ
武
名
ソ
ｔ
メ

注
約
者

へ
向
と
談
判

二
及
ヒ
可
中
事

右
之
通
り

一
同
協
議
之
上
契
約
致
候
上

ハ
相
互
相
守
ウ
可
巾
菖

一
前
僚

ニ

逹
杓
ア
リ
相
セ

ス
之
成
分
ブ
請
ク
ル
モ
■
抑
枝
是
中
間
”
葛
メ
一
同
洲
印

契
約
致
置
候
庭
如
・杵

明
菫

十
■
年
二
月

百

　

　

一品

坂

徳

瓜
ゆ

外

一十
九
名
署
名
捺
印

術
生
大
掃
除
、
祭
畔
、
重
Ｉ
祭
の
際
に
一
同
集

一
三

一
五

メ
る
′)

第

二
草
　
イーー
那
の
技
官
と
ｉ
家

の
個
別
的
“
究

ヽ
苓
ふ
諄
百
語
０
キ
津
蒲
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計
さ
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■
・
¨
書
請
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乱
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第
二
筋
　
被
告
百
姓
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一Ｉ
エ
ハ

日
　
勤
め
及
び
行
事

以
前
に
は
各
正
月
元
目
に
耕
地
中
が
、
遅

一
枚
宛
持
参
し
て
主
抜
に
年
資
に
家
た
。
主
家
に
て
は
編
と
肴

（
田
作
、
数
ノ
子
、
豆
、
昆

布
、
十
芳
）
を
用
意
し
、
朝
ょ
り
晩
方
ま
で
含
安
す
る
慣
例
で
あ
る
。
此
の
日
に
は
前
年
の
小
作
料
勘
定
の
清
ま
な
い
も
の
は

「
松
立
て

ぬ
」
と
て
、
酒
飲
み
に
も
末
ら
れ
な
い
。
高
坂
家
で
飲
み
絡
つ
て
か
ら
、　
一
同
各
戸
を
飲
み
廻
る
例
で
あ
つ
た
。
二
日
よ
り
他

へ
廻
耐
に

行
つ
た
。

御
鮮
業
は
、
南
向
村
、
片
桐
村
の
各
部
ネ
の
名
上
の
所
を
旭
祀
す
る
。
各
名
ｉ
間
に
把
識
の
慣
行
が
あ
つ
た
。

そ
の
他
被
官
が
主
次
に
封
す
る
仕
事
の
手
体
と
し
て
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
つ
た
。

味
嗜
煮
　
上
手
の
若
を
指
名
し
て
慣
む

（賄
馳
光
す
る
）

柿
例
ぎ
　
夜
な
べ
に
来
る

（賄
艶
走
す
る
）

繭
掻
き
　
ユ
イ
の
如
き
形
に
て
帳
む
ｃ

粗
摺
つ
共
他
の
農
作
業
　
必
要
に
応
じ
て
手
伝
す
る
。

勘
　
団
　
　
　
穀

徳
川
時
代
天
明
七
年
よ
り
明
治
八
年
迄
備
荒
貯
穀
し
た
目
穀
を
大
革
村
に
於
て
は
明
治
十

一
年
に
各
着
地

へ
配
分
し
て
郷
蔵
貯
豪
を
綾

績
し
た
が
、
沖
田
耕
地
に
於
て
も
之
を
賓
施
し
、
明
治
十
五
年
に
事
北
プ
澤
日
影
に
靭
蔵
ζ
建
設
し
た
が
、
明
治
二
十
五
年
に
盗
難
に
＝

つ
た
の
で
共
の
後
字

い
せ
や
に
勢
設
し
た
。
そ
し
て
村
よ
り
配
分
の
日
殺
激
四
十
三
俵
餘
を
彙

年
必
要
の
者
に
貸
付
け
一
・利
社
を
と
つ
た

も
の
と
、
地
主
小
作
に
於
て
捨
貯
穀
し
た
の
と
を
加

へ
て
大
正
五
年
末
に
は
百
六
十
七
依
餘
に
達
し
た
。
此
の
口
姜
の
上
行
は
長
い
仕
末

り
で
あ
つ
た
の
で
悶
穀
取
扱
規
則
を
設
け
、
世
話
人
三
人
を
設
け
、
高
坂
家
の
主
人
が
惣
理
掛
と
し
て
統
托
し
て
大
正
十
年
迄
稚
績
資
施

し
た
の
で
あ
つ
た
。
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書

一
、
出
穀
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扱

二
付
耕
地
内
協
議
之
上
左
ノ
降
件
之
通
相
定
鱗
事

第

一
僚
　
人
草
村
田
装
井

二
耕
地
限
り
小
作
高

二
而
出
穀
相
成
候
分
共
耕

地

一
同
井
力
大
切
一
保
護
可
致
事

第
二
條
　
右

二
付
世
話
人
三
名
フ
協
議
ノ
上
撲
定
シ
剛
戦
取
扱
可
然
尤
五

ケ
年
ブ
期
シ
改
撲
ス
ヘ
キ
事

但
世
話
人
ハ
協
議
ノ
上
出
事
項
散
可
致
事

第
二
僚
　
粗
貸
付

ハ
該
年
作
柄
出
来
之
凶
犠

こ
ョ
リ
掛
酌
可
致
事

イー‐１
古
粗
ヨ
リ
順
操
貸
付
可
致
尤
利
手
ハ
糊
壼
俵

二
付
壼
升
ツ
ヽ
１１‐―
穀
可

致
事

第
四
條
　
更
叔
叉

´
鼠
喰
等

二
雨
損
失
之
節

ハ
組
合
割
ヲ
以
収
計
可
申
事

第
五
瞭
　
糠
借
講
人

分
に
長
江
申
出
伍
長

ハ
世
話
人
Ｉ
照
會
致
而
ン
テ
貸

擬
ダ

ヘ
キ
事

―１１
搬
備
計
人
‥‐１‐
ｌｆ
故
ア
ル
″
又

ハ
凶
作

姦
而
ＩＩＩＩＩ
戦
差
支
候
節

´
伍
長

二

雨
志
ナ
ク
出
戦
可
致
事

右
際
件
耕
地
内

一
同
協
議
之
上
収
定

メ
候

二
付
組
内
惣
代
ト
ン
テ
伍
長
丼

二
世
話
掛
調
印
之
上
後
證

二
備

ァ
ル
考
也

明
治
十
五
年
七
月

一
日
　
　
　
伍
　
長

世
話
掛

同

断

同

断

惣
理
掛

I曇裏肩変苗
謙宗翼奨煮虎翡打十牌
「
ン吉

此
の
地
方
は
漸
久
養
重
が
盛
ん
に
な
り
、
農
業
紅
竹
の
状
態
も
養
化
し
た
の
で
あ
る
が
、
御
無
高
坂
家
は
そ
の
後
餓
＝
製
造
安
と
な
り

十
を
僣
ぶ
「
御
北
館

一
と
鵜
し
て
事
業
を
経
竹
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

古
地
の
次
三
男
の
人
連
は
早
校
を
事
業
す
れ
ば
、
・分
家
し
て
赤
穂
町
へ
韓
住
す
る
者
が
多
か
つ
た
が
、
近
年
は
東
京

へ
出
る
者
が

‐
多
く

な
つ
た
。
他
所
ヘ
ー‐―‥―
れ
ば
囚
グ
の
深
い
農
村
の
御
館
被
官
の
関
係
も
な
く
、
自
由
の
天
地
が
拓
け
て
居
る
。
浦
洲
分
村
計
書
が
村
民
の
誦

に
深
い
湘
心
を
持
た
れ
は
じ
め
た
い
も
注
目
に
値
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
二
草
　
伊
那
の
被
官
と
主
家
の
倒
別
的
研
究

一
〓

一
七

輩
書
蒸
辞
言
牌
じ
叶
市
藩
研
ヽ
計
高
朝
さ
（
■

峠
寄
幕
ヽ
♯
ｅ
斗
辞
サ
ウ
ー
ざ
■
′
ざ
書

舌
言
＝
サ
（
叶
け
τ
雄
⇒
サ
ゝ
ｓ
叫
■
・
Ｅ
け
Ｅ
”
区
睛
３


